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第
22
回
「
原
点
の
旅
」
が
５
月
19
日
（
日
）

か
ら
20
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
昨
年
は
軽
井
沢
高
原
文
庫
に
於
い
て
現

地
集
合
現
地
解
散
の
日
帰
り
旅
と
い
う
形
式
で

再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本
格
的
に
宿
泊
を
伴
う

「
旅
」
の
完
全
復
活
で
あ
る
。
目
的
地
は
長
崎
の

�

（
次
頁
に
続
く
）
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告　

原
点
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旅

✍

昼
食
後
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
黒
崎
、
外
海
に
向

か
っ
た
。
各
々
の
出
発
地
の
天
候
は
芳
し
く
な

い
と
の
情
報
も
あ
っ
た
が
、
長
崎
地
方
は
快
晴
、

車
窓
か
ら
見
え
る
キ
ラ
キ
ラ
光
る
海
は
美
し
く
、

遠
く
に
五
島
列
島
ま
で
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き

た
。

加
藤
宗
哉
会
長
代
行
か
ら
電
話
音
声
通
話
で
会

員
へ
の
挨
拶
、
亀
岡
園
子
さ
ん
に
よ
る
「
大
村
」

や
「
黒
崎
」
に
つ
い
て
の
遠
藤
周
作
の
エ
ッ
セ

イ
の
朗
読
を
聞
き
な
が
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ

と
約
１
時
間
、
目
の
前
に
レ
ン
ガ
作
り
の
黒
崎

教
会
が
見
え
て
き
た
。
い
よ
い
よ
最
初
の
目
的

地
で
あ
る
〝
か
く
れ
〟
の
聖
地
と
い
わ
れ
る�

「
枯
松
神
社
」
が
近
づ
く
。
枯
松
神
社
は
禁
教

令
下
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
こ
の
あ
た

り
に
密
か
に
集
ま
り
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
伝
承
し

て
き
た
場
所
で
、
明
治
時
代
に
な
り
こ
の
地
に

神
社
を
建
立
し
て
日
本
人
指
導
者
バ
ス
チ
ャ
ン

の
師
で
あ
る
サ
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
が
祀
ら
れ
た
。

日
本
全
国
に
３
社
し
か
な
い
「
キ
リ
シ
タ
ン
を

祀
っ
た
神
社
」
の
う
ち
の
１
社
だ
そ
う
だ
。

２
０
０
１
年
に
は
こ
こ
で
歴
史
的
な
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。
外
海
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
共
同
ミ
サ
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
側
か
ら

は
帳

ち
ょ
う

方か
た（

指
導
者
）が
伝
承
し
て
き
た
オ
ラ
シ
ョ

を
唱
え
、
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
は
司
祭
が
参
加

し
て
の
共
同
司
式
と
な
り
、
長
い
間
交
流
の
な

か
っ
た
両
者
の
和
解
の
瞬
間
と
な
っ
た
。

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
密
か
に
集
ま
っ
た
場

所
と
い
う
こ
と
は
、
便
利
に
な
っ
た
現
在
で
も

そ
う
簡
単
に
行
け
る
地
で
は
な
い
。
バ
ス
の
運

転
手
さ
ん
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
、
で
き

る
限
り
近
く
で
バ
ス
を
降
り
る
こ
と
が
出
来
た

一
行
だ
が
、
い
き
な
り
目
に
し
た
の
は
う
っ
そ

う
と
し
た
林
と
、「
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ

い
」
と
い
う
竹
の
杖
の
束
。
心
強
い
こ
と
に
、

遠
藤
周
作
文
学
館
か
ら
学
芸
員
の
林
田
沙
緖
里

さ
ん
と
田
中
佑
亮
さ
ん
が
、
説
明
と
案
内
の
た

め
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
い
た
。
林
田
さ
ん
に
続

き
、
木
の
根
の
は
っ
た
道
な
き
急
な
坂
道
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。
復
活
祭
前
の「
悲
し
み
の
日
」

に
は
闇
夜
に
紛
れ
数
人
で
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
た

と
い
う
「
祈
り
の
岩
」
の
横
を
通
り
小
さ
な
社

に
到
着
。
こ
の
社
は
２
０
０
２
年
に
改
築
さ
れ

た
も
の
で
、
以
前
は
祠
に
鳥
居
と
い
っ
た
形

だ
っ
た
。
今
は
一
カ
所
に
ま
と
め
て
納
め
ら
れ

て
い
る
が
、
足
下
の
石
も
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
墓

で
あ
っ
た
。
十
字
架
の
よ
う
に
小
石
が
並
べ
て

置
か
れ
て
い
る
石
（
墓
）
も
あ
っ
た
が
、
当
時

は
こ
う
し
て
祈
っ
て
あ
と
は
そ
の
小
石
を
バ
ラ

バ
ラ
に
崩
し
て
痕
跡
を
残
さ
な
い
様
に
し
て
い

た
そ
う
だ
。
取
材
で
訪
れ
た
40
歳
代
の
遠
藤
周

作
は
、
こ
の
茂
み
の
ず
っ
と
奥
の
方
ま
で
分
け

遠
藤
周
作
文
学
館
。

昨
年
３
月
27
日
、

遠
藤
周
作
１
０
０

歳
の
誕
生
日
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る

「
生
誕
１
０
０
年

記
念
展
」
と
外
海

の
夕
陽
を
鑑
賞
す

る
旅
で
あ
る
。

今
回
、
残
念
な
が
ら
急

遽
参
加
出
来
な
く
な
っ
た

東
京
、
中
部
、
伊

丹
等
各
地
か
ら
長
崎

空
港
に
昼
頃
ま
で
に

集
合
し
た
会
員
21
名

は
、
空
港
近
く
の
大

村
湾
を
臨
む
レ
ス
ト

ラ
ン
「
て
ん
新
」
で

杖が無ければ…小石の十字架

枯松神社

この下に隠れて祈った

文学館から見る
角力灘の夕陽

復
活
「
遠
藤
文
学 
原
点
の
旅
」
長
崎
へ

生
誕
１
０
０
年
記
念
展
と
夕
陽
鑑
賞
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